
谷 川  隆 彦

副 院 長 、 外 科 総 括 部 長

　 昭 和 6 2 年 鹿 児 島 大 学 卒 業 後 、 大 阪 大 学 第 二 外 科 に 入 局 し 、

関 連 病 院 で の 勤 務 を 経 て 、 本 年 ４ 月 か ら 藤 川 正 博 副 院 長 の

後 任 と し て 赴 任 い た し ま し た 。

　 私 が 担 当 す る 外 科 領 域 は 、 鏡 視 下 手 術 の 適 応 拡 大 、 ロ ボ ッ

ト 手 術 の 導 入 、 新 規 抗 が ん 剤 の 開 発 、 遺 伝 子 診 断 に よ る 個

別 化 治 療 な ど あ ら ゆ る 面 で 進 歩 を 続 け て い ま す 。 こ れ ら の

「 最 新 の 医 療 」 を い ち 早 く 導 入 し よ う と 全 国 の 基 幹 病 院 が 競

い 合 っ て お り 、 「 最 新 の 治 療 」 を 求 め て 患 者 さ ん が 大 病 院 に

集 中 す る 傾 向 に あ り ま す 。 し か し 、 冒 険 的 な 試 み は 思 わ ぬ

医 療 事 故 に つ な が る こ と が あ り 、 某 大 学 病 院 で の 腹 腔 鏡 下

肝 切 除 術 に よ る 死 亡 事 例 は 、 私 た ち 外 科 医 に と っ て も 衝 撃

で し た 。 こ の た め 、 「 最 新 の 医 療 」 に 「 安 全 性 」 を 重 視 し た 「 最

善 の 治 療 」 を 地 域 の 皆 様 方 へ 提 供 す る こ と が 重 要 と 考 え て お

り ま す 。 「 最 善 の 治 療 」 を 標 準 化 し 全 国 に 効 率 的 に 広 め る た

め に 、 各 学 会 ・ 研 究 会 の 主 導 に よ り 多 数 の 診 療 ガ イ ド ラ イ ン

が 作 成 さ れ 、 エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 治 療 が 推 奨 さ れ て い ま す 。

こ の た め 、 当 科 で は 各 種 診 療 ガ イ ド ラ イ ン に 準 拠 し た 治 療

方 法 を 基 本 と し て 、 患 者 さ ん に 納 得 し て い た だ く ま で 充 分

に 説 明 を 行 い 、 患 者 さ ん の 状 態 に 応 じ た 無 理 の な い オ ー ダ ー

メ イ ド の 治 療 を 心 が け た い と 思 い ま す 。

　 当 院 は 、 先 達 の 努 力 に よ っ て 2 0 1 2 年 に 兵 庫 県 が ん 連 携 準

拠 点 病 院 の 指 定 を 受 け て お り 、「 が ん 予 防 」「 が ん 医 療 の 充 実 」

「 が ん と の 共 生 」 を テ ー マ と し て 、 が ん 対 策 を 推 進 す る 役 割

を 与 え ら れ て お り ま す 。 外 科 に お い て は 、 手 術 を 中 心 に 、

化 学 療 法 、 カ テ ー テ ル 治 療 、 他 病 院 と の 連 携 に よ る 放 射 線

治 療 、 緩 和 ケ ア な ど を 適 切 に 提 供 し 、 開 業 医 の 先 生 方 と 連

携 を 取 り な が ら 、 地 域 が ん 診 療 の 中 核 的 役 割 を 担 う よ う 努

力 し て い き た い と 思 い ま す 。 近 年 、 消 化 器 が ん 領 域 で も 腹

腔 鏡 下 手 術 が 導 入 さ れ 、 低 侵 襲 な 外 科 的 治 療 が 可 能 に な っ

て き ま し た 。 胃 が ん ・ 大 腸 が ん 治 療 ガ イ ド ラ イ ン に も 手 術

方 法 の １ つ と し て 記 載 さ れ 、 広 く 認 知 さ れ て き ま し た 。 当

院 に お い て も 、 安 全 性 が 確 立 さ れ た 腹 腔 鏡 手 術 に つ い て は

消 化 器 カ ン フ ァ レ ン ス で 十 分 に 適 応 を 検 討 し た 上 で 、 積 極

的 に 行 う 方 針 に し て お り ま す 。

　 一 方 、 胆 石 症 、 虫 垂 炎 、 消 化 管 穿 孔 、 腸 閉 塞 な ど の 急 性

腹 症 や 、 ソ ケ イ ヘ ル ニ ア 、 痔 核 な ど の 外 科 的 疾 患 に つ き ま

し て も 、 総 合 診 療 科 や 地 域 医 療 連 携 室 を 窓 口 と し て 、 消 化

器 内 科 、 麻 酔 科 、 中 央 手 術 室 な ど と 協 力 し 、 積 極 的 に 取 り

組 ん で い き た い と 思 い ま す 。 特 に 、 急 性 胆 の う 炎 に 対 す る

早 期 腹 腔 鏡 手 術 は 胆 の う 炎 治 療 ガ イ ド ラ イ ン （ T G- 1 3 ガ イ ド

ラ イ ン ） で も 推 奨 さ れ て お り 、 当 科 で も そ の 方 針 に 従 っ て 手

術 適 応 を 決 め て お り ま す 。

　 当 院 の 外 科 は 大 阪 大 学 消 化 器 外 科 の 関 連 病 院 と し て 外 科

医 ５ 名 で 運 用 し て お り ま す 。 こ の た め 、 2 4 時 間 体 制 で の 緊

急 手 術 の 受 け 入 れ は 困 難 な 状 況 で す が 、 地 域 の 開 業 医 の 先

生 方 か ら の 依 頼 で あ れ ば 、 可 能 な 限 り 対 応 さ せ て い た だ く

方 針 で す 。 現 在 、 外 科 医 が 1 9 時 ま で 待 機 で き る よ う 体 制 作

り を 行 っ て お り ま す の で 、 い つ で も ご 相 談 く だ さ い 。 今 後

と も ご 協 力 、 ご 鞭 撻 の ほ ど よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

副 院 長 就 任 ご 挨 拶

　 ４ 月 に 骨 密 度 測 定 装 置 （ H O L O GI C 社 製 H ori z o n W ） を 導 入 し ま し た 。 新 装 置 の 導 入 に よ り 、 従 来

の 装 置 の よ う に 前 腕 の み の 測 定 で な く 、 腰 椎 ・ 大 腿 骨 ・ 全 身 の 骨 密 度 測 定 が 可 能 に な り 、 高 精 度 な

骨 密 度 測 定 が 可 能 と な り ま し た 。 骨 粗 鬆 症 診 療 に お い て は 、 腰 椎 ・ 大 腿 骨 で の 評 価 が ゴ ー ル デ ン ス

タ ン ダ ー ド と 言 わ れ て い ま す 。 ま た 、 当 機 で の 測 定 で は ベ ッ ド に 上 向 き で 寝 て リ ラ ッ ク ス し た 状 態

で 骨 粗 鬆 症 の 検 査 を 受 け て い た だ け ま す 。

　 患 者 さ ん の ご 紹 介 は 地 域 医 療 連 携 室 （ T E L ： 0 7 8 - 5 1 1 - 3 1 3 3 、 F A X ： 0 7 8 - 5 1 1 - 3 2 9 7 ）

ま で お 願 い い た し ま す 。

最 新 の 骨 密 度 装 置 を 導 入 し ま し た

手 術 風 景 （ 一 番 右 が 筆 者 ）

川 崎 病 院 通 信川 崎 病 院 通 信
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そ の 他 、 各 診 療 科 に て 力 を 注 い で い る 疾 患 ・ 治 療 注 ） 学 会 な ど 諸 事 情 に よ り 代 診 、 休 診 に な る 場 合 も あ り ま す 。
　 　 あ ら か じ め ご 了 承 く だ さ い 。

標 榜 科 専 　 　 　 門 医 師 名 お よ び 診 療 曜 日 標 榜 科 専 　 　 　 門 医 師 名 お よ び 診 療 曜 日

内 科

糖 　 尿 　 病 市 原 紀 久 雄 （ 月 曜  午 前 ）

多 田 秀 敏 （ 火 曜  午 前 ／ 金 曜  午 前 ）

西 堀 祥 晴 （ 月 曜  午 前 ／ 木 曜  午 前 ）

肥 満 、 高 脂 血 症 、 痛 風 中 村 　 正 （ 月 曜  午 前 ／ 水 曜  午 前 ）

循 環 器 内 科

外 科

冠 動 脈 疾 患

消 　 化 　 器

全 医 師 が 対 応 致 し ま す

全 医 師 が 対 応 致 し ま す

谷 川 隆 彦 （ 月 曜  午 前 ／ 水 曜  午 前 ／ 金 曜  午 前 ）

木 村 聡 宏 （ 木 曜  午 前 ）

阪 尾 　 淳 （ 月 曜  午 前 ）

星 野 宏 光 （ 木 曜  午 前 ）

俊 山 礼 志 （ 月 曜  午 前 ）

＊ 火  曜 日 は 交  代  制

＊ 手 術 内 容 に 応 じ て 変 更 に な る こ と が あ り ま す

阪 尾 淳 （ 月 曜  午 前 ） 、 木 許 健 生 （ 第 1 ・ 3 土 曜  午 前 ）

星 野 宏 光 （ 木 曜  午 前 ）

血 　 　 　 　 液 飯 田 正 人 （ 月 曜 午 前 ／ 水 曜 午 前 ／ 木 曜 午 前 ）

末 梢 動 脈 疾 患

心 　 不 　 全

骨  粗  鬆  症

消 化 器 癌 の 外 科 的 治 療

（ 近 年 は 腹 腔 鏡 手 術 に

力 を 入 れ て お り ま す ）

腎 　 　 　 　 臓 辻 尾 成 人 （ 月 曜  午 後 ）

整 形 外 科

小  児  全  般
戸 祭 正 喜

（ 月 曜  午 前 ）

耳 鼻

咽 喉 科

睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群

下 屋 聡 子

（ 月 、 水 、 木 、 金 、 土  午 前 ）

土 曜 日 は 第 3 ・ 5 の み

手 　 全 　 般

中 　 耳 　 炎

ス ポ ー ツ 障 害 全 般

ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎

形 成 外 科

眼 瞼 下 垂 症

皮 膚 ・ 軟 部 組 織 損 傷 （ 全 身 ）
村 上 英 毅

（ 月 、 火 、 木 、 金  午 前 ）

副  鼻  腔  炎

顔 面 骨 骨 折

瘢 痕 ・ 瘢 痕 拘 縮

下 肢 静 脈 瘤 （ 潰 瘍 を 伴 う 重 度 の 症 例 も 対 応 ）

扁 　 桃 　 炎

歯 科

口 腔 外 科

感 　 染 　 症

全 医 師 が 対 応 致 し ま す

声  帯 ポ リ ー プ

腫 瘍 （ 悪 性 、 良 性 ）

突 発 性 難 聴

顎 　 骨 　 骨 　 折

顔 面 神 経 麻 痺

イ ン  プ ラ ン ト お よ び

イ ン プ ラ ン ト の た め の 骨 再 生眼 科 涙  道  手  術

胆 石 症 、 虫 垂 炎 、 ソ ケ イ ヘ ル ニ ア

な ど の 外 科 的 疾 患

肝 胆 膵 領 域 の 悪 性 疾 患

乳 　 　 癌

松 場 眞 弓 （ 火 曜 午 前 ／ 水 曜 午 前 ／ 金 曜 午 前 ）

　 電 話  0 7 8- 5 1 1- 3 1 3 3 ／ F A X  0 7 8- 5 1 1- 3 2 9 7ご 予 約 は 地 域 医 療 連 携 室 ま で 電 話 ま た は F A X に て お 申 し 込 み 下 さ い 。

専 　 門 　 特 　 殊 　 外 　 来 　 等 　 担 　 当 　 医 　 表

（ 注 ） 心 臓 血 管 外 科 外 来 で は 、 心 臓 弁 膜 症 な ど の 疾 患 に 対 す る 外 科 的 治 療 に つ い て 検 討 を 行 い 、 手 術 適 応 症 例 に つ い て は 大 阪 大 学 心 臓 血 管 外 科 （ 患 者 さ ん の 希 望 に よ っ て は 近 隣 病 院 ） に 紹 介 致 し ま す 。

診 　 療 　 科 月 火 水 木 金 土 （ 第 ２ ・ ４ は 休 診 ）

内 　 科

午 前
大 塚  章 人

【 糖 尿 病 外 来 】

前 田 哲 男

高 井 研 次

前 田 哲 男 野 村 祐 介

松 田 守 弘

野 村 祐 介

松 田 守 弘

西 田 悠

高 井 研 次

大 塚  章 人
【 糖 尿 病 外 来 】

桑 迫  祟 裕
【 予 防 接 種 外 来 】
  

久 保 聡 子
【 糖 尿 病 外 来 】

村 井 潤
【 糖 尿 病 連 携 合 併 症 外 来 】

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

大 塚  章 人
【 糖 尿 病 外 来 】

村 井  潤
【 糖 尿 病 外 来 】

関 谷 博 顕
【 神 経 内 科 外 来 】

【 レ ー ザ ー 外 来 】 　 完 全 予 約 制

市 原 紀 久 雄
【 糖 尿 病 外 来 】

吉 崎 飛 鳥
【 呼 吸 器 外 来 】

・ ・ ・ ・ ・

午 後
粕 本  博 臣
【 腎 臓 外 来 】

吉 岡 潤 哉
【 呼 吸 器 外 来 】

粕 本  博 臣
【 腎 臓 外 来 】

長 谷 善 明
【 腫 瘍 外 来 】

中 村  正 （ 第 1 ・ 3 ・ 5 ）
酒 井  保 奈 （ 第 2 ・ 4 ）
【 禁 煙 外 来 】

飯 田 正 人
【 血 液 外 来 】

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

循 環 器 内 科

総 合 診 療 科

消 化 器 内 科

午 後

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

担 当 医
【 心 臓 血 管 外 科 外 来 】（ 注 ）

（ 第 1 ・ 3 ）
【 ペ ー ス メ ー カ 外 来 】

・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・午 前

午 前

午 前

午 前

・ ・ ・ ・ ・

柴 北  宗 顕
【 直 腸 肛 門 外 来 】
1 4 ： 3 0  ～

・ ・ ・ ・ ・

木 許 健 生
（ 第 1 ・ 3 ）
【 乳 腺 外 来 】

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

外 　 科

午 後
阪 尾 　 淳

【 乳 腺 外 来 】
1 3 ： 3 0  ～

・ ・ ・ ・ ・

整 形 外 科 午 前 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
河 合  光 徳

【 人 工 関 節 外 来 （ 膝 ・ 股 ） 】
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

形 成 外 科
午 前 ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

戸 祭  正 喜
【 ス ポ ー ツ 外 来 】

耳 鼻 咽 喉 科 午 後

午 後

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・
（ 第 1 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ）

【 補 聴 器 外 来 】 要 外 来 受 診

【 フ ッ ト ケ ア 外 来 】

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（ 第 2 ・ 4 ）
【 ス ト マ 外 来 】
9 ： 0 0  ～

学 会 な ど の 諸 事 情 に よ り 代 診 、 休 診 に な る 場 合 も あ り ま す 。
専 門 特 殊 外 来 は 原 則 、 予 約 （ ま た は 一 般 外 来 の 受 診 ） が 必 要 で す 。

　 電 話  0 7 8- 5 1 1- 3 1 3 3 ／ F A X  0 7 8- 5 1 1- 3 2 9 7ご 予 約 は 地 域 医 療 連 携 室 ま で 電 話 ま た は F A X に て お 申 し 込 み 下 さ い 。

形 成 外 科 医 長

村 上 　 英 毅
む ら か み ひ で た か

専 門 分 野 ● 形 成 外 科 一 般

今 年 度 よ り 赴 任 い た し ま し た 。 頭 の 天 辺 か

ら 足 の 爪 先 ま で 、 形 成 外 科 領 域 の こ と は 何

で も 御 相 談 く だ さ い 。 地 域 医 療 の 一 助 と な

る よ う に 尽 力 致 し ま す の で 、 御 指 導 、 御 鞭

撻 の ほ ど よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

副 院 長

外 科 総 括 部 長

谷 川 　 隆 彦
た に が わ た か ひ こ

専 門 分 野 ● 消 化 器 外 科
私 が 担 当 す る 消 化 器 外 科 領 域 は 、 腹 腔 鏡
手 術 の 適 応 拡 大 や 新 規 抗 が ん 剤 の 開 発 な
ど 進 歩 し 続 け て い ま す 。 こ れ ら の 最 新 の
医 療 を い ち 早 く 導 入 し 、 地 域 の 皆 様 方 の
健 康 維 持 に 貢 献 で き る よ う 頑 張 り ま す の
で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

外 科 医 長

俊 山 　 礼 志
と し や ま れ い し

専 門 分 野 ● 消 化 器 外 科 、 肝 胆 膵 領 域

　 ４ 月 よ り 外 科 に 赴 任 し ま し た

俊 山 礼 志 で す 。 地 域 の 医 療 に 貢

献 す べ く 努 め て ま い り ま す の で 、

何 卒 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

内 科 副 医 長

神 﨑 　 曉 慶
か ん ざ き あ き の り

専 門 分 野 ● 糖 尿 病 、 内 分 泌 代 謝

　 当 院 糖 尿 病 内 分 泌 内 科 の 更

な る 向 上 を 目 指 し て 参 り ま す 。

微 力 な が ら 貢 献 致 し ま す の で 、

何 卒 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

総 合 診 療 科 副 医 長

高 井 　 研 次
た か い け ん じ

専 門 分 野 ● 循 環 器 、 糖 尿 病 、

　 　 　 　 　 内 分 泌 代 謝 内 科

循 環 器 、 糖 尿 病 、 内 分 泌 疾 患 を

中 心 に 幅 広 く 診 療 し て い き た い

と 思 い ま す 。

循 環 器 内 科 副 医 長

髙 橋 　 怜 嗣
た か は し さ と し

専 門 分 野 ● 循 環 器 内 科 一 般

４ 月 よ り 新 た に 赴 任 い た し ま し た 。
専 門 は 循 環 器 内 科 で す が 、 特 に 不 整
脈 を 専 門 に 診 療 を 行 っ て お り ま す 。
お 困 り の 症 例 な ど ご ざ い ま し た ら 御
相 談 頂 け ま す と 幸 甚 で す 。 御 指 導 の
程 宜 し く お 願 い 致 し ま す 。

整 形 外 科 副 医 長

大 寺 　 秀 介
お お で ら し ゅ う す け

専 門 分 野 ● 整 形 外 科 一 般

　 ８ 年 目 の 大 寺 で す 。 専 門 医 に

な っ た ば か り で ま だ ま だ 未 熟 者

で す が 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま す 。

整 形 外 科 医 員

福 本 　 篤 史
ふ く も と あ つ し

専 門 分 野 ● 整 形 外 科 一 般

　 ４ 月 か ら 川 崎 病 院 で 勤 務 さ

せ て い た だ い て お り ま す 。 地

域 医 療 に 貢 献 で き る よ う 精 一

杯 頑 張 り ま す の で 、 よ ろ し く

お 願 い 致 し ま す 。

（ 右 ） 中 條 　 峻 志
初 期 臨 床 研 修 医 １ 年 目 の 中 條 峻 志 で す 。 未 熟
者 で す が よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。

（ 中 ） 朝 原 　 ひ か り
毎 日 仕 事 を し っ か り こ な せ る か 不 安 で い っ ぱ
い で す が 、 た く さ ん の こ と を 学 び 吸 収 し て 、
良 医 に な れ る よ う 頑 張 り た い と 思 い ま す 。（ 左 ） 高 岡 　 慧

ま だ ま だ 駆 け 出 し で す が 、 患 者 さ ん や ス タ ッ
フ の 方 か ら 精 一 杯 学 ば せ て い た だ き ま す 。 よ
ろ し く お 願 い い た し ま す 。

新 入 職 医 師 の ご 紹 介

初 期 研 修 医

た か お か

な か じ ょ う

あ さ は ら

け い

た か ゆ き


